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公私協働による福祉課題の解決に向けて公私協働による福祉課題の解決に向けて
－平成30年度社会福祉制度・施策に関する提言－－平成30年度社会福祉制度・施策に関する提言－

（２～４面）（２～４面）特 集
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9

　第２回神奈川県高校生介護技術コンテス
トに、福祉科で学ぶ生徒たちが出場した。
福祉・介護分野の人材不足が深刻な社会問
題となる中、本県の福祉・介護の将来を担
うプロフェッショナルとして期待される生
徒たち。披露された確かな介護技術からは、
日々の研さんに裏打ちされた自信があふれ
ていた。（写真は県立津久井高等学校のベッ
ドメイキング部門）
 【詳しくは12面へ】
 〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙
プロの自負を持って
将来に向き合う



入
し
て
く
る
多
様
な
求
職
者
の
獲
得
に
向

け
た
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
確
保
だ
け
で
は
な
く
育
成
や
定
着
に

向
け
た
取
り
組
み
も
重
要
で
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
確
保
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
・
背
景
を
踏
ま
え
て
、

次
の
と
お
り
提
言
し
ま
す
。

　本県の福祉関係者が一体となって、目指すべき「福祉社会」を共に考え実現していくために、本会では平成23
年度より政策提言活動を行っています。今年度も、公私の福祉関係者の協働による課題解決、地域福祉の推進を
進めるため、社会福祉法人・施設、民生委員児童委員、市町村社協、関係機関・団体などの声を分野や種別を超
えて共有し、広く発信できるよう「社会福祉制度・施策に関する提言」（以下、提言集）にまとめましたので、その
概要を紹介します。

特
集

公私協働による福祉課題の解決に向けて
－平成30年度社会福祉制度・施策に関する提言－

政
策
提
言
活
動
が
目
指
す
も
の

　

本
会
の
政
策
提
言
活
動
は
、
行
政
へ
の

予
算
要
望
等
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、
福
祉
関
係
者
間
に
よ
る
分
野
横
断
的

な
課
題
の
共
有
を
図
り
、
関
係
者
自
ら
が

汗
を
か
き
、
腰
を
据
え
て
課
題
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
を

継
続
的
に
考
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

制
度
・
施
策
の
整
備
が
福
祉
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
で
き
る
限
り
後
追
い
的
に
な
ら
な

い
よ
う
、
最
前
線
に
立
つ
福
祉
関
係
者
が

先
回
り
し
て
課
題
を
発
信
す
る
こ
と
も
、

こ
の
活
動
を
続
け
る
目
的
の
一
つ
で
す
。

そ
の
上
で
、
公
私
の
関
係
者
が
協
働
し
な

が
ら
制
度
の
充
実
、
既
存
の
仕
組
み
の
活

用
等
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
福
祉
現
場
の
課
題
等
を
把
握

す
る
た
め
、「
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関

す
る
課
題
把
握
調
査
」（
以
下
、
課
題
把
握

調
査
）な
ら
び
に
部
会
・
協
議
会
、
連
絡
会

代
表
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交
換

等
を
実
施
。
分
野
・
種
別
を
超
え
た
共
通

テ
ー
マ
と
し
て
「
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
た
提
供
基
盤
と
し
て
の

担
い
手
の
確
保
・
育
成
・
定
着
」「
地
域
生

活
移
行
支
援
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

の
推
進
」
の
２
つ
を
昨
年
か
ら
継
続
し
て

設
定
し
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

共
通
テ
ー
マ
に
関
す
る
提
言

①
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向

け
た
提
供
基
盤
と
し
て
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
・
定
着

　

人
材
確
保
は
、
今
後
の
人
口
動
態
等
の

変
化
や
人
口
の
減
少
か
ら
、
新
卒
者
等
の

若
年
層
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
参

▼
人
材
の
確
保
に
向
け
て

　

次
の
世
代
の
担
い
手
と
な
る
小
・
中
学

生
に
向
け
て
、
福
祉
の
仕
事
の
理
解
が
進

む
よ
う
学
校
等
と
連
携
し
て
取
り
組
む
ほ

か
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
現
場
の
イ
メ
ー

平成30年度課題把握調査の概要

○調査期間　平成30年１月17日～３月30日
○調査対象　 本会各部会・種別協議会、第２種正会員連絡会構成団体、第３種正会員連絡会

構成団体、政策提言委員会委員、本会各部所
○調査項目
　１　社会福祉制度・施策等への提言
　２　提言の具体的な内容
　３　 （人材確保・育成・定着）福祉サービスの質の向上を図るうえで、人材育成において

大切にしていることや、福祉従事者に必要と考える資質
　　　 （支え合いの地域づくり）福祉サービス利用者等の尊厳を守る支援に向けてどのよう

な取り組みをしているか、どのような考えを持っているか
　４　課題に対する各部会・協議会・団体、構成員等による取り組み
 ※２つの共通テーマと「自由記述」を加えた３つの調査票で実施

＜提言＞
　福祉サービスは人が人に行う対人援助サービスであることに鑑
み、人材がすべての福祉サービスの提供基盤であることを再確認
し、確保・育成・定着に向けて公私協働で取り組みを進める。
　今後は人口の減少が見込まれ、さまざまな分野で人材の“奪い合
い”が起き、人材確保がますます大きな課題となっていくと思われ
る。そのような中で、福祉・介護・保育などの各分野の人材をどの
ように確保し、サービスの質を確保・向上させていくかについて、
多角的な視点での課題意識を持ち、取り組む。
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ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取

り
組
み
を
引
き
続
き
公
私
協
働
に
よ
り
実

施
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
施
設
や
事
業
所
に
お
い
て

は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）を
適
切
に

活
用
し
て
福
祉
人
材
を
確
保
し
た
り
、
未

経
験
者
等
に
つ
い
て
は
自
ら
養
成
し
た
り

す
る
な
ど
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
の
方
た
ち

に
向
け
て
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
・
介
護
等
の
内
容

に
興
味
は
あ
る
も
の
の
、
就
職
ま
で
は
考

え
て
い
な
い
と
い
う
層
に
対
し
て
、
入
門

的
な
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
多
様
な
や

り
が
い
を
創
出
す
る
な
ど
受
け
入
れ
に
向

け
た
対
応
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
各
分
野
の
社
会
福
祉
施
設
等
で

従
事
す
る
専
門
職
だ
け
で
は
な
く
、
民
生

委
員
児
童
委
員
な
ど
、
地
域
で
活
躍
す
る

方
た
ち
の
確
保
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え

ま
す
。

▼
人
材
の
育
成
・
定
着
に
向
け
て

　

社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者
は
、
福
祉
的

な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
利
用
者
の
「
安
心
し

て
過
ご
し
た
い
」
と
の
思
い
に
寄
り
添
い
、

従
事
者
が
そ
れ
に
応
え
る
役
割
と
責
任
を

果
た
せ
る
よ
う
、
資
格
取
得
支
援
や
研
修

参
加
の
促
進
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構
築
す

る
等
、
従
事
者
の
や
り
が
い
を
支
え
る
体

制
整
備
を
図
り
ま
す
。
更
に
、
自
ら
の
施

設
・
事
業
所
の
実
践
を
振
り
返
る
機
会
を

設
け
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
人
権
意
識
や

権
利
擁
護
の
意
識
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
従
事
者
は
自
己
研
鑽
に
努
め

ま
す
。

②
地
域
生
活
移
行
支
援
、
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
の
推
進

　

地
域
に
は
、
障
害
や
高
齢
等
の
理
由
に

よ
り
生
き
づ
ら
さ
や
生
活
の
し
づ
ら
さ
を

抱
え
る
人
が
生
活
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

多
様
で
複
雑
な
課
題
が
潜
在
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
高
齢
の
親
と
同
居
し
て
い

る
障
害
者
の
親
亡
き
後
の
見
守
り
や
介
護

の
問
題
、
高
齢
に
な
っ
た
障
害
者
へ
の
医

療
面
を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
、
地
域
で
の
暮

ら
し
を
望
む
人
の
住
ま
い
の
確
保
な
ど
の

生
活
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
で
安
全
・
安
心
し
た
生
活
を
営
む

に
は
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術
に
基
づ
く

専
門
職
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
住

民
、
関
係
性
の
あ
る
知
人
な
ど
と
の
関
わ

り
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
福
祉
従
事
者
に
は
、

利
用
者
の
尊
厳
を
守
る
役
割
を
担
い
、
当

事
者
の
自
己
決
定
を
尊
重
し
た
支
援
を
心

掛
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
多
様
か

つ
複
雑
な
課
題
に
対
し
て
、
地
域
社
会
や

住
民
に
よ
る
理
解
の
も
と
、
利
用
者
が
そ

の
人
ら
し
く
安
心
し
て
、
社
会
参
加
し
な

が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
の
社
会
資
源
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

地
域
社
会
は
、
社
会
的
弱
者
を
包
容
す

る
面
と
排
除
す
る
面
の
両
面
を
併
せ
持
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
制
度
・
施
策
に
基

づ
く
支
援
は
種
別
ご
と
の
縦
割
り
の
対
応

に
な
り
が
ち
で
あ
る
た
め
、
各
圏
域
で
の

支
援
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
・
背
景
を
踏
ま
え
、

次
の
と
お
り
提
言
す
る
と
と
も
に
、
行
政

に
対
し
て
要
望
し
ま
す
。

課
題
把
握
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
通
し
て
再
認
識
し
た
こ
と

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の

は
「
人
材
」
で
す
。

＜提言＞
　近隣住民や地域社会に向けて、「ともに生きる社会」の考え方や助け合いの心、また、「生きづらさ」
等の理由になっている福祉的な課題等への誤解や偏見や差別が無くなるよう、幼少期からの福祉教育
や幅広い市民に対しての普及啓発や障害あるいは障害者の理解促進について、社会福祉関係者は公私
協働で取り組む。
　福祉従事者は、利用者の想いに寄り添い、「理解」「共感」のもと支援につなげる。その際、生育環
境や家庭環境、家族の意思等にも留意して、各種制度を運用・活用しながら取り組む。
　民生委員児童委員やＮＰＯ等の地域の社会資源と社会福祉施設等との間で、社会福祉関係者はそれ
ぞれの役割理解のもとネットワークにより利用者の支援に取り組む。また、ネットワークの形成が、
各圏域において進むように取り組む。

＜行政への要望＞
　医療的ケアを必要とする当事者等に対して、地域の中に、緊急医療体制や専門医療機関、相談窓口
及び障害特性に応じた診療体制が充実するよう、医療専門機関と一緒に整備を図ることを要望する。
　住まいの場は利用者本人の自立を目指す基盤であり、当事者・家族の高齢化に伴う居住環境の整備
は特に大事な取り組みとなっている。特に、当事者・利用者の住まいの場の一つであるグループホー
ムの整備を図ることを要望する。また、地域活動支援センターや社会就労センター等の「働く場」に
おいては、利用者の生きがいややりがいを支える場であり、加えて居場所や拠り所にもなっているこ
とに考慮して整備を図ることを要望する。
　なお、行政の制度施策において、「地域の実情に応じて」とすることが増えているが、人の暮らしに
関し地域間での格差を生じる恐れもあることから、成年後見制度の利用促進、当事者本人の情報を得
る・知る権利の保障等について、広域行政の立場からも積極的に取り組みを進めることを要望する。
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今
年
度
の
課
題
把
握
調
査
の
共
通
テ
ー

マ
「
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に

向
け
た
提
供
基
盤
と
し
て
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
・
定
着
」「
地
域
生
活
移
行
支

援
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
課
題
は
あ
る

も
の
の
、
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
人
材

の
確
保
・
育
成
・
定
着
と
言
え
ま
す
。

　

人
材
の
確
保
に
は
、
現
場
の
実
践
を

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
魅
力
」
に
は
、

従
事
者
の
専
門
性
が
い
か
に
大
切
で
評
価

さ
れ
て
い
る
の
か
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

従
事
者
の
働
き
や
す
さ
や
や
り
が
い
を
支

え
る
施
設
・
事
業
所
に
な
っ
て
い
る
か
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

先
の
仕
事
の
意
義
や
や
り
が
い
を
数
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
共
感
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
お

い
て
も
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や
市
民
活

動
の
取
り
組
み
、
社
会
福
祉
法
人
の
公
益

的
な
取
り
組
み
等
を
市
民
が
目
に
し
て
初

め
て
、
理
解
に
つ
な
が
り
、
共
感
が
発
生

し
ま
す
。
そ
の
理
解
と
共
感
の
機
会
を
地

域
の
中
に
拡
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
何
よ

り
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

関
係
者
や
そ
の
所
属
し
て
い
る
機
関
・
団

体
そ
れ
ぞ
れ
が
福
祉
に
お
け
る
役
割
を
発

揮
し
、
市
民
の
目
に
と
ま
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

福
祉
に
関
す
る
実
践
を
地
域
の
人
々
に

知
ら
せ
る
・
伝
え
る
取
り
組
み
が
、
本
県

に
お
け
る
助
け
合
い
や
と
も
に
生
き
る
社

会
に
向
け
て
の
機
運
に
つ
な
が
り
、
そ
の

機
運
の
高
ま
り
が
結
果
と
し
て
福
祉
人
材

の
確
保
に
お
い
て
も
好
影
響
を
及
ぼ
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
地
道

に
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
人
は
必
要

な
時
に
急
に
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。
福
祉
関

係
者
は
、
実
践
の
可
視
化
や
仕
事
の
や
り

が
い
の
言
語
化
に
自
ら
取
り
組
み
、
公
私

協
働
で
理
解
と
共
感
を
広
め
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊　

　

本
県
で
は
、
２
年
前
の
７
月
、
障
害
者

支
援
施
設
で
19
人
が
亡
く
な
り
27
人
が
負

傷
す
る
と
い
う
、
大
変
痛
ま
し
い
事
件
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
県
に
お
い
て
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
県
民
全
体
で
取

り
組
む
「
と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ

憲
章
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
憲
章
に
も
う

た
わ
れ
て
い
る
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
」
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

提
言
が
と
も
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
福
祉
関
係
者
の
活
動
の
発
展
と
公

私
協
働
の
促
進
、
県
民
の
福
祉
の
向
上
へ

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　

本
提
言
を
記
し
た
提
言
集
は
、
国
や
県

へ
手
交
す
る
ほ
か
、
関
係
者
な
ど
に
配
布

し
ま
す
。
提
言
や
福
祉
関
係
者
の
分
野
横

断
的
な
課
題
の
共
有
を
図
る
機
会
と
し
て

「
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
課
題
共
有
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
毎
年
開
催
し
、
社
会
福

祉
法
人
・
施
設
、
市
町
村
社
協
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
分
野
の
機
関
・

団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

学
生
、
行
政
関
係
者
な
ど
多
様
な
立
場
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

政
策
提
言
活
動
で
は
、
今
後
も
福
祉
現

場
が
直
面
す
る
共
通
課
題
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
福
祉
関
係
者
が
各
分
野
を

超
え
て
課
題
を
共
有
し
、
課
題
解
決
に
向

け
て
連
携
・
協
働
し
て
い
く
こ
と
や
、
福

祉
分
野
以
外
の
関
係
者
や
県
民
の
理
解
促

進
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川２－８－８ 第一川島ビル
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1528

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

一般家庭から大型ビルまで最新の
エレクトロ技術により皆様の安心
と安全を提供致します。防犯カメ
ラや新型【ＡＥＤ】も取扱ってお
ります。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　政策提言活動の取り組み状況については、本会ホ
ームページをご参照ください。提言集のダウンロー
ドができるほか、現在調整中
の課題共有シンポジウムのご
案内についても、秋頃を目途
にご案内を掲載する予定です。

URL  http://www.knsyk.jp/s/
global_syakyou/seisakutei
gen.html
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

子育てサロン　お友だち作りの輪！

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

　「はとっぽっぽ」の運
営は、子育て支援部会
８名を中心に４グルー
プに分け、各月を担当
し、８月を除く毎月１
回、午前中に開催して
います。保育士、元保
育士の指導のもと、手遊び・リズム遊び・パネル
シアター・バルーン・紙芝居等を行います。
　ゆるキャラ着ぐるみのお迎えお見送りは毎回
好評です。12月のクリスマス会は、スタッフがサ
ンタ・トナカイ等の着ぐるみで子どもたちと楽し
んでいます。毎月平均25組の参加もうれしい限
りです。
　この会から独立してグループを誕生させ、活
動している所もあり、私達のやっていることが役
立っています。
　参加して下さる保護者を見て、幼児期の子育
ては大変かもしれませんが楽しい時でもあり、
「頑張ってネ」と声をかけながらも、私達スタッ
フも子どもたちから元気をもらっていることに
感謝の気持ちでいっぱいです。

川崎市麻生区柿生第３地区
民生委員児童委員協議会

民生委員児童委員　對
たい

間
ま

裕子

　麻生区柿生第３地区民児協は、川崎市の北部
に位置し、周辺は緑が多く里山も残っており、自
然に囲まれた住みやすい環境にあります。しか
し、近年は駅周辺にマンションや住宅が建ち、都
心に向かう交通の便も良いことから人口も増
加、５万人、世帯数２万戸超えとなり、町内会、
自治会では多いと３千戸のところもあります。現
在、民生委員・児童委員33名、主任児童委員２名
の計35名が活躍しています。
　子育てサロンは平成15年10月から「子育てお
しゃべりサロン」として発足、平成17年４月に
「子育てサロンはとぽっぽ」と名前がついて現在
に至っています。
　子育て中のお母さん、０歳から３歳ぐらいまで
のお子さんを対象にした「地域で一緒に子育て」
は、お母さんの仲間作り、息抜き、悩み相談等子
育ての手助けになればと思っています。

サンタにプレゼントを
もらって嬉しそう

地域で一緒に子育て。バルーンをゆらして楽しそう
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相模鉄道（株）
「そうにゃん」

江ノ島電鉄（株）
「えのん」

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に

「
赤
い
羽
根
・
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま

り
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
昭
和
22
年
、
戦
後
の
荒

廃
し
た
社
会
の
中
、「
国
民
た
す
け
あ
い

運
動
」
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
市

民
の
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
を
届
け
な

が
ら
、
そ
の
時
々
に
必
要
と
さ
れ
る
民

間
の
福
祉
活
動
を
資
金
面
で
支
え
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
県
民
や
企
業
・
団
体

の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
支
え
ら
れ
、
今
年
度
で
72
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
て

い
ま
す
。（
福
）神
奈
川
県
共
同
募
金
会

（
以
下
、県
共
募
）で
は
、時
代
に
即
し
た

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
民
間

資
金
の
特
性
を
発
揮
し
、
自
治
会
・
町

内
会
、
企
業
、
学
校
等
の
地
域
を
構
成

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
の
協
働
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
「
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
経
済
団
体

協
力
会
」
と
の
協
働

　
「
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
経
済
団
体

協
力
会
」
は
、
平
成
25
年
９
月
１
日
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
商
工
会

議
所
連
合
会
、
神
奈
川
県
商
工
会
連
合

会
、
神
奈
川
県
経
営
者
協
会
、
神
奈
川

経
済
同
友
会
、
神
奈
川
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
５
団
体
が
協
賛
し
て
い
ま

す
。

　

県
共
募
は
、「
協
力
会
」
と
連
携
し

て
、
法
人
募
金
の
協
力
依
頼
先
を
拡
大

す
る
な
ど
、
県
内
企
業
か
ら
一
層
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

▼
企
業
と
の
協
働
事
業
の
推
進

　

企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て

共
同
募
金
と
の
協
働
拡
大
を
進
め
る
中

で
、
各
企
業
に
対
し
て
共
同
募
金
仕
様

自
動
販
売
機
の
設
置
や
商
品
に
よ
る
寄

付
、
寄
付
金
付
き
商
品
の
開
発
な
ど
の

企
画
・
提
案
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
鉄

道
各
社
と
の
協
働
推
進
を
図
り
な
が

ら
、
地
元
意
識
を
喚
起
し
た
各
沿
線
の

地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
鉄
道

会
社
と
の
協
働
事
業
に
よ
り
、
全
国
初

と
な
る
コ
ラ
ボ
缶
バ
ッ
ジ
も
製
作
し
ま

し
た
。

▼
教
育
機
関
と
の
協
働
の
推
進

　

県
共
募
で
は
、
未
来
を
担
う
若
者
を

中
心
と
し
た
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
平
成
27
年
４
月
、
全

国
初
と
な
る
共
同
募
金
会
と
教
育
機
関

（
学
校
法
人
関
東
学
院
）と
の
「
共
同
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。
共
同
宣
言
を
受

け
て
、
引
き
続
き
関
東
学
院
大
学
の
学

生
を
中
心
に
、
地
元
地
域
や
企
業
、
福

祉
施
設
な
ど
と
連
携
し
た
新
規
事
業
を

企
画
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▼
共
同
募
金
Ｐ
Ｒ
大
使
に
「
ミ
ン
ピ
」

が
就
任
！

　

平
成
30
年
度
の
共
同
募
金
Ｐ
Ｒ
大
使

に
、
野
毛
山
動
物
園（
横
浜
市
西
区
）の

ス
マ
ト
ラ
ト
ラ
「
ミ
ン
ピ
」
が
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
園
と
の
協
働
事

業
は
平
成
24
年
度
か

ら
始
ま
り
、「
ミ
ン

ピ
」
で
７
代
目
の
大

使
と
な
り
ま
す
。
10
月
に
は
同
園
で
大

使
就
任
式
を
、
来
年
３
月
に
は
共
同
募

金
実
施
報
告
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▼
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働

　

県
共
募
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
県

内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働
を

開
始
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ

の
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
、
川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
、
野
球
の

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相

模
原
が
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
赤
い

羽
根
募
金
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
の
公
式
戦
会
場
で
は
、
赤

い
羽
根
と
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ（
ピ
ン
バ
ッ
ジ

等
）を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
募
金
を
実

施
し
ま
す
。

　

募
金
へ
の
ご
協
力
や
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
ご
参
加
な
ど
、
平
成

30
年
度
共
同
募
金
に
、
引
き
続
き
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
）

各スポーツチームとの
コラボバッジ

2018動物シリーズ
バッジ
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地
域
で
支
え
育
て
て
い
く
神
奈
川
県
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

 

―
平
成
30
年
度
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

2018年7月26日～8月25日

●厚生労働省、婦人保護の抜本改革を
目指す
　厚生労働省は30日、生きづらさを抱えた
女性の支援に関する検討会を発足させ
た。居場所や頼れる人を失った女性の置
かれた現実と懲罰的な性格を持つ婦人保
護事業の乖離を解消することが柱で、暴
力の被害から逃げる女性に同伴する子ど
もへの支援も課題となっている。

●横浜市、介護人材で初の覚書締結
　横浜市は31日、ベトナムの３都市及び現
地大学・職業訓練校５校の間で、介護人材
の受け入れに関する覚書を締結。市は、介
護福祉士を目指すベトナム人留学生らを
受け入れ、市内の高齢者施設での就労を
促す新たな制度を始めるとともに学生ら
の学費や住宅確保などを支援する。

●障害者求職16％増　企業の理解に期
待したい
　厚生労働省のまとめにより、ハローワ―
クでの障害者の新規求職申込数が５年前
と比べて16.3％増の約17万６千件となった
ことが分かった。障害者の離職防止が課
題で、就労支援事業所などを通じて就職し
た場合、事業所の担当者が遅刻や欠勤が
ないかを確認したり、本人と面会し悩みを
把握したりする仕組みを2018年度から導
入している。

●介護労働実態調査で職員不足感67％
　介護労働安定センターの2017年度の調
査で、介護保険事業所の67％は「職員が不
足している」と感じていることが分かっ
た。不足感は４年連続で増加し、職員が不
足している理由は「採用が困難」が89％で
突出して多い。採用が難しい原因として
「同業他社との人材獲得競争」「他産業と比
べて労働条件が良くない」など。

　
（
一
社
）日
本
塗
装
工
業
会
神
奈
川
県

支
部
と
神
奈
川
昭
和
会
は
、
毎
年
梅
雨

の
時
期
に
、
児
童
福
祉
施
設
へ
の
塗
装

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
共
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
希
望
施
設
で
特
に

塗
装
の
必
要
性
や
緊
急
性
が
高
い
１
施

設
に
、
塗
料
や
工
賃
の
す
べ
て
を
無
償

で
提
供
す
る
も
の
で
、
昭
和
54
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

37
回
目
の
今
年
度
は
、
会
員
企
業
か

ら
81
名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
の
横
浜
家
庭
学
園

に
大
規
模
な
塗
装
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

天
井
や
壁
、
建
具
な
ど
が
、
防
藻
、
防

カ
ビ
、
低
汚
染
仕
様
の
塗
料
で
塗
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
心
で
快
適
な

生
活
の
場
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

支
部
長
の
佐
藤
正
道
さ
ん
と
会
長
の
髙

野
一
哉
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
の
た
め
に
、
塗
装
の
技
術
・
経
験
を

最
大
限
に
活
か
し
た
社
会
貢
献
事
業
と

し
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
塗

装
後
の
室
内
を
見
て
、
感
激
し

た
児
童
か
ら
お
礼
の
色
紙
が
贈

ら
れ
る
な
ど
、
携

わ
っ
た
人
た
ち
が

笑
顔
と
な
る
温
か

い
活
動
で
し
た
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

塗装ボランティア　（一社）日本塗装工業会神奈川県支部・神奈川昭和会

　

神
奈
川
県
で
は
、
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
で
き

る
だ
け
同
じ
場
で
共
に
学
び
共
に
育
つ

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
で
き
る
だ
け
通
常
の
学
級
で
共
に

学
び
な
が
ら
、
必
要
な
時
に
適
切
な
指

導
を
受
け
ら
れ
る
「
み
ん
な
の
教
室
」

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
。
高
校
で
も
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
生
徒
の
高
校
教
育
を

受
け
る
機
会
の
拡
大
の
た
め
「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
実
践
推
進
校
」
を
指
定

し
、
生
徒
が
共
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
広

め
、
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
共
に
考

え
る
た
め
に
、
８
月
21
日
、
県
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
課
主
催
の
「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
川
崎
市
宮
前
市
民
館
で
開
催
さ
れ
、

保
護
者
や
支
援
者
を
含
む
県
民
、教
育
・

福
祉
関
係
者
等
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
で
は
、
モ
デ
ル
校
や
実
践

推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
厚
木
市
内

の
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
複
数
の

教
員
で
授
業
を
行
う
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
等
、
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て

参
加
者
は
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
特
別
支
援
教
育
士

の
菅
原
順
子
さ
ん
と
富
士
フ
イ
ル
ム

（
株
）
人
事
部
の
礒
野
晋
作
さ
ん
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
田
園
調
布
学
園

大
学
教
授
の
鈴
木
文
治
さ
ん
が
登
壇
。

３
人
は
参
加
者
か
ら
の
提
案
や
不
安
の

声
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
今
後
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
へ
期
待
の
言
葉
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

ま
と
め
に
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

に
決
ま
っ
た
形
は
な
く
、
考
え
方
も
多

様
。
で
も
芽
は
確
実
に
出
て
き
て
い
る
」

と
鈴
木
さ
ん
。
教
育
現
場
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
支
え
、
育

て
て
い
こ
う
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

（
一
社
）日
本
塗
装
工
業

会
神
奈
川
県
支
部

塗
装
業
界
唯
一
の
全
国

団
体
の
神
奈
川
県
支

部
。
会
員
数
1
1
8
社

に
よ
っ
て
構
成
。

神
奈
川
昭
和
会

県
内
の
塗
装
工
事
業
・

塗
料
販
売
業
・
塗
料
製

造
業
の
企
業
32
社
に
よ

っ
て
構
成
。

7
第802号　福祉タイムズ　2018.9.15



❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 
❖「知る」ことからはじめよう
　本書は、障害のある人が生きることを否定されてき
た優生思想にもとづいた「津久井やまゆり園事件」（以
下、やまゆり園事件）の起きる時代への対抗として、
障害のある人たちや親、支援者の21人が、困難と向き
合い、生き生きと生活する姿を自らの言葉で語ってい
ます。年齢も住んでいる場所もバラバラの21人の声を
まとめた本書。これまでも当事者の声を発信した書籍
はありましたが「やまゆり園事件」について、障害の
ある人やその周りの人の率直な思いが聞ける書籍は、
ほとんどありませんでした。様々な活動の中で出会っ
た21人が、障害のある人の命が奪われる事件を繰り返
さない社会をつくるためには、自分たちの現実を知っ
てもらうことが一助になると、この事件をきっかけに
社会に向けて警鐘を鳴らしています。当法人の障害当
事者職員で、脳性まひとＡＤＨＤがある猿渡達明も共
著者の一人として参加しています。
　「様々な活動の中で、福祉専門職でも障害者につい
て『知らない』ことが多いということに気付きまし
た。これは、出生後、障害が判明した時点から、その
子や家族は療育中心の生活がスタートすることで地域
との関わりが減り、そのために子どもの頃から障害の
ある人と関わり合う機会が少なく、関わり方を『知ら
ない』まま大人になり、障害のある人と関わることが
特別なことのようになってしまっているからではない
でしょうか」と猿渡は言います。「インクルーシブ教
育といいますが、障害者というレッテルをはらずに、
何かしらの支援の必要な子どもとの『関わり』の中
で、得意なこと、不得意なこと、困っていることなど
を日々共有して育ち合い、必要な時にサポートが受け
られる教育体制が必要です。同じクラスの中でサポー
トし合う。そして、一緒に意思表示や意思伝達の方法
を考え合っていけば、支援の必要な子が『障害者』と
いうレッテルの名ではなく、一人の人間として生きて

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

いけます。社会から誰一人も排除しない工夫が必要だ
と思っています。」（本書、猿渡記述より）
　猿渡をはじめ、共著者それぞれが自分自身の経験か
ら、社会に伝えたい大切なことを書いています。「私
たちのことを知ってほしい」「分けないでほしい」「人
が人を差別してはいけないことをみんなに伝えて」と。

❖未来への指南書
　「やまゆり園事件」だけでなく、障害のある人は今の
社会に対して様々な願いを持っています。「障害が
あっても、自分の選んだ地域で生きたい！」「どんな生
活をするかは自分で決めたい！」「障害のある人もな
い人も、みんなで一緒に生きて行く！」という当たり
前の願いが、当たり前に実現できるように、本書を通
じて多くの方に知ってもらいたい！考えてもらいた
い！そう願っています。
　「仕事やお金も大事だけど、私たちの最大の仕事は
『生きること』。私たちが、どんなことを考えて行動し
ているか、それを体を張って伝えていくことは大事で
す。」（本書、猿渡記述より）
　本書は全ての人に向けた「未来の社会への指南書」
とも言える一冊です。知ることからしか偏見や差別を
なくすことはできません。そして、障害者を分け隔て
しない社会こそが、再び「やまゆり園事件」を生まな
い社会の土壌となるのです。

　再び事件を生まない社会にしたい。2016年夏、相模
原市にある障害者施設「津久井やまゆり園」で多数の
障害のある人たちが殺傷された。障害のある人たち
は事件に怒り、そして、殺されていたのは自分だった
かもしれない、自分もいつ殺されるかもしれないとお
びえた。だから、障害のある人たちは、自分たちが生
きている現実を知ってほしい、と強く願っている。

KILC障害当事者職員　猿渡達明がおすすめする１冊

『生きている！殺すな
～やまゆり園事件の起きる時代に生きる障害者たち～』

『生きている！殺すな
 ～やまゆり園事件の起きる時代に生きる障害者たち～』
単行本（ソフトカバー）
〈音楽ＣＤ付き〉歩笑夢：19の軌跡
ラブ・エロ・ピース：死んでない殺すな
Ａ５判・208頁
ＩＳＢＮ978－４－86538－064－４
定価　1,800円＋税
発行　山吹書店2017年10月20日　発売　ＪＲＣ

〈連絡先〉〔法人本部〕〒243－0035 厚木市愛甲１－７－６
☎ 046－247－7503　 FAX 046－247－7508
URL http://www.kilc.org　 Mail info@kilc.org

今月は
 ⇨ （Ｎ）神奈川県障害者自立生活支援センター

　がお伝えします !
　通称ＫＩＬＣ（キルク）。1997年４月設立。障害者の自
立生活を目指してピアカウンセリング（障害者による相
談事業）や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など
障害当事者の目線で共生社会の実現を目指した活動を
展開。現在、厚木・平塚等４カ所の事業所で活動中。
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

　この研究会は、かわさき犬・猫愛護ボランティア（川崎
市条例第21号18条に規定）の有志とそれに興味を持つ人
が、動物に関する生態、行動、人間社会での生活などを
様々な視点から勉強することが始まりでした。
　そんな中で高齢者が飼育不可能になったペットに関す
る相談が相次ぎ、今後の超高齢社会の中で手を打たねば
ならないことの必要性を強く感じ、高齢者とペット問題
に特化して取り組むことになりました。特に独居高齢者
とペットに対してどんな支援方法があるか、どうしたら

ペットに負担をかけずに暮らすことが
できるか。
　「固有の財産」と見なされるペットを
考えた時、やはり人と動物の望ましい
関係をどのように両立させるかを勉強
する必要があることに辿り着きました。

　法律、人・動物の福祉問題等多くの知識を必要とする
ため、広い分野からメンバーが集まり認知症サポーター
の資格なども取りながら、写真（左下）のような３連式
リーフレットの作成をしました。これは自分がペットの
飼育不可能になった場合にどうして欲しいかを記載して
おくものです。
　そこから、さらに人と動物に関わる両者が同じテーブ
ルで互いの問題を共有することが必要なのではとの考え
に至り、たまたまグループの１人が地域包括支援セン
ター（以下、包括）のセンター長に声かけをしたことで、
第１回目の行政、包括、ボランティアとの協働セミナー

が開催されまし
た。　　
　今後は飼い主
の「万が一」に
備え、飼い主・
ペットの負担の

軽減と両方の福祉・関係性を守りながら生活の質を高め
られるようなノウハウを広く社会に発信して行くため、
さらに勉強を重ねていきたいと考えています。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成30年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK17-16970　2018.1.9 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

かわさき高齢者とペットの問題研究会
代表　渡辺　昭代

　今、日本は超高齢社会に向け歩みを進めています。人にも動物にも
様々な問題が起きている中、人とペットの問題の早期解決に向け何か手を
打つことができないか、というところから立ち上がった会です。
〈連絡先〉 ☎090－7633－2468（代表 渡辺）　Mail aky.wtnb@gmail.com

リーフレット問合せ先
Mail info@pet-saigomade.com
ご希望の方は、住所、〒、電話番号、お名前
（団体名）、部数、使用目的をメールでご連絡
ください。送料は希望者の負担となります。

第１回協働セミナーの様子
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ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
振
り
返
り
を
効
果
的
に
進
め
て

い
く
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価（
自
己

評
価
・
利
用
者
調
査
・
第
三
者
評
価
）

に
関
す
る
手
引
き
の
発
行
、
研
修
会
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※
事
業
者
説
明
会（
高
齢
・
障
害
・
保
育

分
野
）を
10
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

 

第
三
者
評
価
推
進
機
構
）

　

ま
た
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に

よ
る
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
業
務
の

支
援
の
た
め
、
広
島
県
三
原
市
と
安
芸

郡
坂
町（
さ
か
ち
ょ
う
）に
計
３
名
の
本

会
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

発
災
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
経
過
し
た
時

点
で
も
、
特
に
岡
山
県
で
は
１
２
１
９

名
、
広
島
県
で
は
６
５
１
名
の
方
が
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す

（
平
成
30
年
８
月
21
日
現
在
、
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。
本
会
は
、
尾
道

市
の
支
援
を
９
月
２
日
で
終
了
し
、
引

き
続
き
安
芸
郡
坂
町
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
に
職
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
今
後
も
、
社
協
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

本
年
３
月
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
事
業（
以
下
、
第
三
者
評
価
）に
関

す
る
指
針
改
正
を
受
け
て
、
厚
労
省
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
時
の
重
要
事
項
説

明
に
、
第
三
者
評
価
の
実
施
状
況
等
に

関
す
る
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
申
込
者
ま

た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事

項
を
説
明
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
事
業
の
認
知
度
が
必
ず
し
も

高
く
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
自
ら
任
意

の
第
三
者
評
価
を
受
審
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
や
事
業
の
透
明
性
の
確
保

が
な
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
新
た
に
重

要
事
項
に
含
む
よ
う
整
理
し
た
も
の
で

す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
所（
下
段
）は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
開
始
に
あ
た
り
、
あ

ら
か
じ
め「
第
三
者
評
価
実
施
の
有
無
」

「
実
施
し
た
直
近
の
年
月
日
」「
実
施
し

た
評
価
機
関
の
名
称
」「
評
価
結
果
の
開

示
状
況
」
の
説
明
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。
対
象
事
業
所
及
び
運
営
法
人
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
説
明
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ

　

７
月
初
旬
に
か
け
て
発
災
し
た
「
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
」
で
は
、
特
に

中
国
、
四
国
地
方
が
甚
大
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
災
害
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
へ
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
災
害
に
よ
り
、
全
社

協
か
ら
の
派
遣
要
請
を
受
け
て
全
国
の

都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
が
被
災
地

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
、

７
月
27
日
か
ら
広
島
県
尾
道
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
を

開
始
し
ま
し
た
。
県
内
の
市
町
村
社
協

に
も
協
力
を
呼
び
か
け
、
こ
れ
ま
で
に

本
会
な
ら
び
に

藤
沢
市
、
南
足

柄
市
、葉
山
町
、

清
川
村
、
二
宮

町
の
社
協
か
ら

職
員
計
15
名
を

派
遣
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
付
、
マ
ッ

チ
ン
グ
、
活
動
に
あ
た
っ
て
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を
受
審
し
て
い
ま
す
か
？

 

―
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
時
の
重
要
事
項
説
明
に
加
わ
り
ま
し
た

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る

 

本
会
及
び
市
町
村
社
協
の
被
災
地
支
援
活
動
に
つ
い
て

〈第三者評価受審が重要事項説明に加わる対象事業所〉
〇介護保険サービス（＊は介護予防事業を含む）
訪問介護＊、通所介護＊、短期入所生活介護＊、定期巡回・
随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、地域密着
型通所介護、認知症対応型通所介護＊、小規模多機能型居
宅介護＊、認知症対応型共同生活介護＊、地域密着型介護
老人福祉施設入所者生活介護、看護小規模多機能型居宅介
護（複合型施設）、介護老人福祉施設
〇障害福祉サービス等
居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、療養介護、
生活介護、短期入所、重度障害者等包括支援、自立訓練、

就労移行支援、就労継続支援、就労定着支援、
自立生活援助、共同生活援助、障害者支援施
設、児童発達支援、放課後等デイサービス、
居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支
援、障害児入所施設

被災地の情報や支援活動
の状況、義援金の募集の
ほか、ボランティア活動
保険などの情報は本会ホ
ームページの「災害時専
用ページ」をご覧くださ
い。

（URL http://www.knsyk.
jp/）

オリエンテーションの様子
（尾道市災害ＶＣにて）
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　※他日程の申込期間はホームペー
ジをご覧ください
◇申込方法＝申込用紙に必要事項を
記入し、FAXまたは郵送にて申込。
申込用紙はホームページよりダウ
ンロード
◇問合先＝本会地域福祉推進担当
　〒221－0835　横浜市神奈川区鶴
屋町2－24－2　☎045－312－4813
（月～金　午前9時～午後5時）　
FAX 045－312－6307 URL http://ww
w.knsyk.jp/c/honkai/7eb9906e
668e043af0dca66a8654ddcf

第19回ＡＡ神奈川湘南地区の集い
◇テーマ＝小田原発…お酒は止めら
れる！～あなたはＡＡをご存知で
すか？～
◇日時＝10月14日（日）午前10時～午
後4時
◇会場＝おだわら市民交流センター
UMECO（小田原市栄町1－1－27）
◇内容＝①アルコール依存症からの
回復の体験談②山木克昭氏（医療
法人財団青山会みくるべ病院依存
症プログラムリーダー）によるゲ
ストスピーチ
◇費用＝無料
◇申込方法＝申込不要
◇問合先＝ＡＡ関東甲信越セントラ
ルオフィス　☎03－5957－3506

川崎授産学園
音楽交流サロン「奏」

◇日時＝10月25日（木）　午後1時45
分～午後3時（開場午後1時）
◇会場＝川崎授産学園ロビー
◇内容＝①誰でも参加し一緒に歌え
る合唱②コンサート③市民企画の
発表会④「皆で歌おう」課題曲「時
代」の完成を目指します

◇費用＝無料（お菓子、飲み物は各
100円）
◇申込方法＝不要。ただし、団体の
場合は事前連絡
◇問合先＝川崎授産学園
　〒215－0001川崎市麻生区細山1209
　☎044－954－5011 FAX044－954－6463

ＯＨＡＮＡ
性暴力被害当事者へのケア勉
強会と当事者から学ぶ、体験
する、考えるワークショップ

◇日時＝10月27日（土）午後1時～午
後5時
◇会場＝かながわ県民サポートセン
ター（横浜市神奈川区鶴屋町2－24
－2）
◇内容＝被害当事者による体験談や
講師として池畑博美氏（（N）虹色
のたね理事長）からのお話、ワー
クショップで性暴力被害当事者へ
のケアについて学びます
◇費用＝1,000円
◇申込方法＝☎またはMailにて問合せ
のうえ申込む
◇問合先＝ＯＨＡＮＡ
　☎045－312－1121（内線3221　第
2、第4木曜日　午後1時30分～午
後4時30分）
　Mail handmaderouje@gmail.com

社会福祉会計簿記認定試験
◇日時＝12月2日（日）
◇会場＝ビジョンセンター横浜（横
浜市西区北幸2－5－15）

◇費用＝初級6,480円、中級8,640
円、上級（2科目）17,280円
　※上級の単科目受験は10,800円
◇申込期間＝9月10日（月）～10月31
日（水）
◇問合先＝（一社）神奈川県福祉研究
会
　☎042－773－9266 FAX042－773－0834

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】石田隆、広瀬公子
【交通遺児援護基金】（株）エスホケン
【子ども福祉基金】（株）大光銀行、横
浜環境保全（株）

【ともしび基金】脇隆志、横川和司、
海老名警察署、松岡万里子、福田
清勝、（株）湘南国際村協会
 （合計12件149,955円）
【寄附物品】神奈川県遊技場協同組
合、神奈川福祉事業協会、神奈川
県レクリエーション協会、（株）横
浜ＤｅＮＡベイスターズ、神奈川
県定年問題研究会

【ライフサポート事業】
　〈寄附物品〉　（Ｎ）セカンドハーベ
スト・ジャパン、（福）誠幸会、
（福）みなと舎
 （いずれも順不同、敬称略）

会員・関係機関主催

（Ｎ）横浜市精神障害者家族連合会
市民精神保健福祉フォーラム
◇テーマ＝みんなちがって皆いっしょ
みんなの学校みんなの居場所
◇日時＝9月29日（土）午後1時～午後
4時（開場午前12時20分）

◇会場＝保土ケ谷公会堂（横浜市保
土ケ谷区星川1－2－1）
◇内容＝①横浜和太鼓音やの和太鼓
演奏（手話通訳付き）②映画「みん
なの学校」バリアフリー版の上映
◇費用＝無料
◇申込方法＝申込不要
◇問合先＝（Ｎ）横浜市精神障害者家
族連合会　☎045－548－4816

（Ｎ）アレルギーを考える母の会
専門職のためのアレルギー最新知識
◇日時＝①10月5日（金）午後2時30分
～午後5時30分②10月23日（火）午
後1時～午後4時　他2回開催予定
◇会場＝①ひらつか市民活動セン
ター（平塚市八重咲町3－3）②海老
名市立総合福祉会館（海老名市め
ぐみ町6－3）　他2会場予定

　※他会場の詳細はホームページを
ご覧ください
◇内容＝講義、体験実習、意見交換
を通し、アレルギー疾患への理解
を深め、日常的なアレルギーの子
どもたちへの支援、緊急時の対
処、スキンケアについて実践的に
学びます。
　講師：森田久美子氏（平塚市民病
院小児科医師）、渡辺博子氏（国立
病院機構神奈川病院小児科アレル
ギー科医長）、古川真弓氏（東京都
立小児総合医療センターアレル
ギー科医師）、高増哲也氏（県立こ
ども医療センターアレルギー科医
長）
◇費用＝無料
◇対象＝保健福祉事務所、児童相談
所、生活困窮者自立支援機関施設、
児童養護施設などの児童福祉施設
や関係機関の職員
◇定員＝各会場50名
◇申込期限＝①9月5日（水）～9月25
日（火）②9月21日（金）～10月12日
（金）
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去
る
７
月
28
日
、
第
２
回
神
奈
川
県

高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
が
田
園

調
布
学
園
大
学（
川
崎
市
麻
生
区
）で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
福
祉
・
介
護
を
学
ぶ
高
校
生

が
介
護
技
術
を
競
い
、
生
徒
同
士
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
専
門
職
と
し
て
求

め
ら
れ
る
知
識
や
、
態
度
を
高
め
る
こ

と
等
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
取
り
組
み
。
神
奈
川
県
高
等
学
校

教
科
研
究
会
福
祉
部
会
を
中
心
と
し
た

実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
市
立
川
崎
高

等
学
校
、
県
立
鶴
見
総
合
高
等
学
校
、

二
俣
川
看
護
福
祉
高
等
学
校
、
津
久
井

高
等
学
校
の
４
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
部
門
と

介
護
技
術
部
門
に
分
か
れ
て
実
施
。
時

間
内
に
正
し
い
手
順
で
、
き
れ
い
で
張

り
の
あ
る
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
が
出
来

た
か
、
事
前
課
題
形
式
で
行
わ
れ
た
介

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2018（平成30）年9月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

護
技
術
部
門
で
は
、
課
題
に
対
す
る
各

校
の
分
析
に
基
づ
い
た
介
護
技
術
と
、

そ
の
方
法
を
選
ん
だ
理
由
な
ど
を
説
明

す
る
ア
ピ
ー
ル
に
よ
り
総
合
的
に
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
や
教
職
員
、
保
護
者
ら
が
見
守

る
中
、
各
校
と
も
日
々
の
研
さ
ん
が
伺

え
る
介
護
技
術
を
披
露
。
審
査
の
結

果
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
部
門
は
二
俣

川
看
護
福
祉
高
等
学
校
、
介
護
技
術
部

門
は
津
久
井
高
等
学
校
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
両
校
と
も
前
回
大
会

に
続
く
連
覇
で
、
介
護
技
術
部
門
で
最

優
秀
賞
校
と
な
っ
た
津
久
井
高
等
学
校

は
、
９
月
に
開
催
さ
れ
る
関
東
地
区
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

今
大
会
で
は
、
介
護
現
場
の
最
前
線

か
ら
も
介
護
・
福
祉
を
学
ぶ
高
校
生
を

応
援
す
る
た
め
、
本
会
老
人
福
祉
施
設

確
か
な
技
術
と
経
験
が
可
能
に
す
る
「
人
の
心
に
寄
り
添
う
介
護
」

 

―
第
２
回
神
奈
川
県
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

協
議
会
か
ら
優
勝
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
王
森
の

郷（
横
浜
市
泉
区
）施
設
長
で
同
協
議
会

会
長
の
鈴
木
啓
正
さ
ん
は
「
確
か
な
技

術
に
加
え
て
、
真
心
が
相
手
に
伝
わ
っ

て
初
め
て
介
護
に
な
る
。
そ
の
視
点
を

大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

生
徒
を
激
励
。
た
き
が
し
ら
芭
蕉
苑（
横

浜
市
磯
子
区
）の
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
演
も
行
わ

れ
、
生
徒
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
プ
ロ

の
実
践
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
「
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
の
心
に

寄
り
添
い
、
相
手
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
を
熟
考
し
て
介
護
へ
反
映
し
た
結

果
」
と
津
久
井
高
等
学
校
教
諭
・
福
祉

科
学
科
長
の
林
睦
さ
ん
は
２
年
連
続
と

な
っ
た
受
賞
を
振
り
返
り
ま
す
。
関
東

地
区
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
さ
ら
な
る
飛
躍

に
期
待
が
か
か
る
同
校
で
す
が
、
介
護

技
術
部
門
に
出
場
し
た
生
徒
は
３
年

生
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
先
に
は
、
進
路
の

決
定
と
、
卒
業
後
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
が

待
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
が
介
護
・
福
祉
の
プ
ロ
と

な
る
と
き
、
福
祉
科
で
過
ご
し
た
高
校

生
活
と
コ
ン
テ
ス
ト
の
経
験
は
、
い
つ

で
も
思
い
返
す
こ
と
の
で
き
る
自
信
の

拠
り
所
と
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
財

産
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

優勝旗を授与した鈴木さんと昨
年の優勝校の生徒（①）、たきが
しら芭蕉苑の介護スタッフによ
る実演の様子（②）

津久井高等学校の介護技術。出場
した２人は昨年も出場し、２年連
続の最優秀賞を受賞した

ベッドメイキングを行う二俣川
看護福祉高等学校の生徒

法テラス神奈川
☎050-3383-5360
〒231-0023
横浜市中区山下町2
産業貿易センタービル
10階

　法テラス川崎
☎050-3383-5366
〒210-0007
川崎市川崎区駅前本町
11-1
パシフィックマークス川崎
ビル10階

〒250-0012

法テラス小田原
☎050-3383-5370

小田原市本町1-4-7
朝日生命小田原ビル5階

借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害…

こんなとき、
まずは法テラスへ

法的トラブルは、適切な機関や専門

家に相談するのが解決への近道。

まずはお気軽に法テラスへお電話く

ださい。

内容に応じて、ご利用いただける法

制度や相談窓口をご案内します。 受付時間【共通】　平日９：００～１７：００

①

②
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